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病期分類はUICC第8版による
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備考

治療方針番号

疾患名
転移および隣接臓器浸潤のない肺癌

適応

照射方法

粒子線治療/治療方針
日本放射線腫瘍学会承認

併用療法

併用療法に関する制約なし

１）末梢型，1日1回 週4回照射法
・cT1-T2aN0，総線量54.0-64.0Gy (RBE)/4回、50.0Gy (RBE)/1回
  64-72.0Gy (RBE)/12-16回（線量制約で上記分割が困難な場合）

・cT2b-T3N0，総線量64.0-72.0Gy (RBE)/12-16回
２）中枢型
・気管支壁外腫瘤形成型，1日1回 週4回照射法, 総線量68.4Gy (RBE)/12回
・気管支壁内表層浸潤型，1日1回週3回照射法, 総線量54.0Gy (RBE)/9回

リンパ節転移のない限局性肺癌（保険適応外のもの）

病態
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